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点が順次建設されていった。1964 年 8 月には 3 観測点、1965 年 6 月までに鳥取県と兵庫県に 5 観測
点が設置された。この時代は、民家にドラム式ペン書きレコーダーを預け、記録紙の交換を委託す
る現地委託観測であった。 
 震源の決定は最初は S-P 時間による図式解法によったが、1969 年頃には、和達ダイアグラムを用
いて 5 点の P 時刻と S-P 時間のデータから地震発生時刻をまず求め、P 時刻データに最小自乗法を
適用して高精度の震源データが得られるようになった。 

































 図 鳥取微小地震観測所の三日月、大屋、泉観測点で決定した震源の震央分布 (尾池、 1975). 
 
３．テレメータ観測と自動処理 
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